
■
「
漁
父
」
と
「
屈
原
」
の
生
き
方
の
違
い
を
理
解
す
る

■
対
句
の
特
徴
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解
す
る

漁

父

辞

屈

原

ノ

１

屈

原

既

放
、
遊

於

江

ニ

タ
レ
テ

ビ
二

潭
、
行

吟

沢

畔
。
顔

色

憔

ニ
一

ズ
二

ニ
一

悴
、
形

容

枯

槁
。

シ

セ
リ

漁

父

見

而

問

之

曰
、

テ

ヒ
テレ

ニ

ハ
ク

子

非

三

閭

大

夫

与
。
何

「

ハ

ズ
二

ニ
一

ノ

故

至

於

斯
。

ニ

レ
ル
ト

二

ニ
一
」

２

屈

原

曰
、
挙

世

皆

濁
、

ハ
ク

「

ゲ
テレ

ヲ

レ
ル
ニ

我

独

清
。
衆

人

皆

酔
、
我

リ

メ
リ

ヘ
ル
ニ

独

醒
。
是

以

見

放
。」

リ

メ
タ
リ

ヲ

テ

ト
レ

タ

３

漁

父

曰
、
聖

人

不

凝

ハ
ク

「

ハ

シ
テ三

二

滞

於

物
、
而

能

与

世

推

セ

ニ
一

ク

レ

移
。
世

人

皆

濁
、
何

不

淈

ス

ラ
バ

ゾ

ル
下

シ
テ二

其

泥
、
而

揚

其

波
。
衆

人

ノ

ヲ
一

ゲ
中

ノ

ヲ
上

皆

酔
、
何

不

餔

其

糟
、
而

ハ
バ

ゾ

ル
下

ヒ
テ二

ノ

ヲ
一

歠

其

醨
。
何

故

深

思

高

ラ
中

ノ

ヲ
上

ノ

ニ

ク

ヒ

ク

挙
、
自

令

放

為
。
」

ガ
リ
テ

ラ

ム
ル
ヲ

レ

タ

ス
ヤ
ト

１
屈
原
既
に
放
た
れ
て
、
江
潭
に
游

び
、
行
澤
沢
畔
に
吟
ず
。
顏
色
憔
悴

し
、
形
容
枯
槁
せ
り
。
漁
父
見
て
之

に
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
子
は
三
閭
大
夫

に
非
ず
や
。
何
の
故
に
斯
に
至
れ
る
」

と
。
２
屈
原
曰
は
く
「
世
を
挙
げ
て

皆
濁
れ
る
に
、
我
独
り
清
め
り
。
衆

人
皆
酔
へ
る
に
、
我
独
り
醒
め
た
り
。

是
を
以
て
放
た
る
」
と
。
３
漁
父
曰

は
く
、
「
聖
人
は
物
に
凝
滞
せ
ず
し
て

能
く
世
と
推
移
す
。
世
人
皆
濁
ら
ば
、

何
ぞ
其
の
泥
を
淈
し
て
其
の
波
を
揚

げ
ざ
る
。
衆
人
皆
酔
は
ば
、
何
ぞ
其

の
糟
を
餔
ひ
て
其
の
醨
を
歠
ら
ざ
る
。

何
の
故
に
深
く
思
ひ
髙
く
挙
が
り
て
、

自
ら
放
た
し
む
る
を
為
す
や
」
と
。



４

屈

原

曰
、
吾

聞

之
。
新

ハ
ク

ケ
リレ

ヲ

『

タ
ニ

沐

者

必

弾

冠
、
新

浴

者

ス
ル

ハ

ズ

キ
レ

ヲ

タ
ニ

ス
ル

ハ

必

振

衣
。』
安

能

以

身

之

ズ

ル
フ
ト

レ

ヲ

ク
ン
ゾ

ク

テ
二

察

察
、
受

物

汶

汶

者

乎
。

タ
ル
ヲ

一

ケ
ン二

ノ

タ
ル

ヲ
一

寧

赴

湘

流
、
葬

於

江

魚

ロ

キ
テ二

ニ
一

ラ
ル
ト
モ

二

之

腹

中
、
安

能

以

皓

皓

ニ
一

ク
ン
ゾ

ク

テ
シ
テ

二

之

白
、
而

蒙

世

俗

之

塵

キ
ヲ一

ラ
ン二

埃

乎
。」

ヲ
一

５

漁

父

莞

爾

而

笑
、
鼓

ト
シ
テ

ヒ

シ
テレ

枻

而

去
。
乃

歌

曰
、

ヲ

ル

チ

ヒ
テ

ハ
ク

滄

浪

之

水

清

兮

マ
バ

可

以

濯

吾

纓

ベ
シ三

テ

フ
二

ガ

ヲ
一

滄

浪

之

水

濁

兮

ラ
バ

可

以

濯

吾

足

シ
ト三

テ

フ
二

ガ

ヲ
一

遂

去

不

復

与

言
。

ニ

リ
テ

二

タ

ニ

ハ
一

４
屈
原
曰
は
く
、
「
吾
之
を
聞
け
り
。

『
新
た
に
沐
す
る
者
は
必
ず
冠
を
弾

き
、
新
た
に
浴
す
る
者
は
必
ず
衣
を

振
る
ふ
』
と
。
安
く
ん
ぞ
能
く
身
の

察
察
た
る
を
以
て
物
の
汶
汶
た
る
者

を
受
け
ん
や
。
寧
ろ
湘
流
に
赴
き
て

江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
る
と
も
、
安
く

ん
ぞ
能
く
皓
皓
の
白
き
を
以
て
し
て

世
俗
の
塵
埃
を
蒙
ら
ん
や
」
と
。

５
漁
父
莞
爾
と
し
て
笑
ひ
、
枻
を
鼓

し
て
去
る
。
乃
ち
歌
ひ
て
曰
は
く
、「
滄

浪
の
水
清
ま
ば
、
以
て
吾
が
纓
を
濯

ふ
べ
し
。
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
以
て

吾
が
足
を
濯
ふ
べ
し
」
と
。
遂
に
去

り
て
復
た
与
に
言
は
ず
。



訓
読
の
注
意

《
返
読
す
る
助
動
詞
》

（
返
読
文
字
＝
必
ず
下
か
ら
返
っ
て
読
む
文
字
）

「
非
」

―
ニ
あ
ら
ズ

子

非

三

閭

大

夫

与
。

さ

ん

り

よ

【

子
は
三
閭
大
夫
に
非
ず
や
。

】

※
「
与
」

―
や

疑
問
形

「
見
」

―
る
（
受
身
）

是

以

見

放
。

【

是
を
以
て
放
た
る

】

「
令
」

―
し
ム
（
使
役
）

自

令

放

為
。

【

自
ら
放
た
し
む
る
を
為
す
や

】

※
「
為
」
な
す
や

疑
問

《
返
読
す
る
助
詞
》

「
与
」

―
と

能

与

世

推

移
。

【

能
く
世
と
推
移
す
。

】

《
名
詞
》

「
与
」

と
も
ニ

不

復

与

言
。

【

復
た
与
に
言
は
ず
。

】

※
「
不
」
は
返
読
文
字

「
復
」
ま
た

《
置
き
字
》

「
兮
」
（
調
子
を
整
え
る
）

ケ

イ

修
辞
法
の
注
意

対
句①

対
応
す
る
語
の
字
数
が
同
じ

②
文
法
的
構
造
が
一
致

③
意
味
が
関
連
し
て
い
る

直
対
（
す
ぐ
並
ん
だ
二
句
が
対
句
を
構
成
す
る
）

顔

色

憔

悴
、
形

容

枯

槁
。

隔
句
対
（
一
句
以
上
隔
て
た
句
ど
う
し
が

対
句
を
構
成
す
る
）

挙

世

皆

濁
、
我

独

清
。

衆

人

皆

酔
、
我

独

醒
。

※
ど
ち
ら
も
「
対
句
」



読
解
の
注
意

１
段
落

何

故

至

於

斯
。

◎
「
至
於
斯
」
（
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
）

の
「
斯
」
と
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。
答
え
て
み
よ
う
。

場
所
（
境
遇
・
姿
）

☆
何

故

―

な
ん
ノ
ゆ
ゑ
ニ

「

ノ

ニ

」

ど
う
い
う
理
由
で
―
か

「
屈
原
と
楚
」

戦

国

の

世

、

楚

は

秦

か

ら

の

圧

力

に

苦

し

ん

で

い

た

。

屈

原

は

楚

の
懐
王
の
重
臣
と
し
て
仕
え
た
が
、

讒

言

に

よ

っ

て

遠

ざ

け

ら

れ

る

。

そ

の

後

、

懐

王

は

だ

ま

さ

れ

て

秦

に

行

き

、

そ

こ

で

抑

留

さ

れ

殺

さ

れ

て

し

ま

う

。

こ

の

懐

王

と

秦

王

と

の

会

見

に

反

対

し

た

の

が

屈

原

で

あ

っ

た

が

、

次

の

王

も

ま

た

臣

下

の

讒

言

を

信

じ

、

追

放

中

の

屈

原

を

さ

ら

に

辺

地

へ

追

放

す

る

。

絶

望

し

た

屈

原

は

旧

暦

の

五

月

五

日

に

汨

羅

江

に

身

を

投

げ

て

自

殺

べ

き

ら

す

る

。

こ

の

死

か

ら

五

十

年

あ

ま

り

で

楚

は

秦

に

滅

ぼ

さ

れ

て

し

ま

う
。

２
段
落

挙

世

皆

濁
、
我

独

清
。

衆

人

皆

酔
、
我

独

醒
。

◎
発
言
者
を
□
で
囲
も
う

◎
「
濁
」
「
酔
」
は
そ
れ
ぞ
れ
世
の
人
々
の

ど
の
よ
う
な
様
子
を
例
え
て
い
る
の
か
説

明
し
て
み
よ
う

「
濁
」

人
々
が
欲
深
く
、
汚
れ
て
い
る
こ

と
の
た
と
え

「
酔
」

正
常
な
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
の

た
と
え

☆
是

以

こ
こ
ヲ
も
つ
テ

「

ヲ

テ
」

こ
う
い
う
わ
け
で

※
以
是

こ
れ
ヲ
も
つ
テ
（
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
）

「

ヲ
レ

レ
ヲ」

と
は
違
う



３
段
落

聖

人

不

凝

滞

於

物
、

而

能

与

世

推

移
。

◎
発
言
者
を
□
で
囲
も
う

◎

漁
父
は
な
ぜ
屈
原
に
「
淈
其
泥
」
「
餔
其

糟
」
よ
う
に
勧
め
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
理

由
を
説
明
し
て
み
よ
う

淈

其

泥

「
に
ご
シ
テ

二

そ
ノ

ど
ろ
ヲ一

」

周
囲
と
同
じ
よ
う
に
自
身
も
汚
れ
て
し
ま
え

ば
、
周
り
の
汚
れ
は
気
に
な
ら
な
い
か
ら
。

餔

其

糟

「
く
ら
ヒ
テ

一

そ
ノ

か
す
ヲ一

」

周
囲
と
同
じ
よ
う
に
自
身
も
酔
っ
て
し
ま
え

ば
、
周
り
の
酔
い
は
気
に
な
ら
な
く
な
る
か

ら
。

☆
何

不

―

な
ん
ゾ
―
ざ
ル
（
疑
問
）

「

ゾ

ル
レ

」

ど
う
し
て
―
し
な
い
の
か
。
（
ー
す
れ
ば
い

い
の
に
）

※
「
詰
問
」
の
意
味
も
含
ま
れ
る

４
段
落

◎
発
言
者
を
□
で
囲
も
う

寧

赴

湘

流
、
葬

於

江

魚

之

腹

中
、
安

能

以

皓

皓

之

白
、
而

蒙

世

俗

之

塵

埃

乎
。

◎
発
言
か
ら
分
か
る
屈
原
の
生
き
方
を
ま
と

め
よ
う

☆
寧

Ａ
、不

Ｂ
」
む
し
ロ
Ａ
ス
ト
モ
Ｂ
ず

「

ロ

ス
ト
モ

レ

い
っ
そ
Ａ
し
て
も
、
Ｂ
は
し
な
い
（
選
択
）

☆
安

Ａ

乎
」
い
づ
ク
ン
ゾ
Ａ
ン
や

「

ク
ン
ゾ

ン

ど
う
し
て
Ａ
す
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
Ａ
し
な

い

※
「
―
ん
（
や
）
」
と
な
れ
ば
反
語

５
段
落

◎
発
言
者
を
□
で
囲
も
う

漁

父

莞

爾

而

笑
、

鼓

枻

而

去
。

◎
漁
父
は
な
ぜ
「
莞
爾
」
し
た
の
か
。
そ
の

理
由
を
説
明
し
て
み
よ
う

自
分
の
考
え
を
貫
く
屈
原
の
生
き
方
に
感
服
し
た
か

ら
。

◎
歌
か
ら
分
か
る
漁
父
の
生
き
方
を
ま
と
め

よ
う

☆
不

復

―

ま
タ
―
ず
（
部
分
否
定
）

「

二

タ

」

決
し
て
―
し
な
い
。
二
度
と
は
―
し
な
い

世
の
中
に
合
わ
せ
て
自
分
の
生
き
方
を
変
え

る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
。

周
囲
と
の
調
和
を
大
切
に
し
、
臨
機
応
変

に
生
き
る
。



◎
「
屈
原
」
と
「
漁
父
」
の
よ
う
な
生
き
方

に
は
ど
の
よ
う
な
長
所
・
短
所
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
答
え
ま
し
ょ
う
。

※
生
徒
解
答
例

「
屈
原
」

《
長
所
》

・
自
分
の
意
思
が
強
い
。

・
他
人
に
流
さ
れ
な
い
。

・
一
人
で
も
生
き
て
い
け
る
。

・
自
分
の
生
き
方
が
で
き
る
。

《
短
所
》

・
頑
固
で
融
通
が
利
か
な
い
。

・
自
己
中
心
的
で
あ
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な

い
。

・
敵
を
作
り
や
す
い
。

・
孤
立
し
や
す
い
。

・
他
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
。

・
行
動
が
極
端
に
な
る
。

◎
あ
な
た
は
「
屈
原
」
と
「
漁
父
」
の
ど
ち

ら
の
生
き
方
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
か
。

「
漁
父
」

《
長
所
》

・
自
由
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
世
渡
り
上
手

・
周
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
。

・
周
囲
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
臨
機
応
変
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
平
和
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
心
が
広
い
。

《
短
所
》

・
他
人
任
せ
に
な
る
。

・
周
囲
の
悪
い
影
響
も
受
け
や
す
い
。

・
自
分
の
意
思
を
出
し
に
く
い
。

・
個
性
が
な
い
。



◎
あ
な
た
は
屈
原
と
漁
父
の
ど
ち
ら
の
生
き

方
に
共
感
し
ま
し
た
か
。
共
感
し
た
人
物

名
を
①
に
入
れ
、
①
に
「
は
げ
ま
し
」
の

手
紙
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
へ

さ
ま
は

と
い
う
生
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

私
は

①①②③

③




